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化
学
物
質
の
排
出
に
対
す
る
法
制
度
の
展
開
　
ー
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
を
中
心
と
し
て
ー
大
　
塚
直
一
　
序
　
こ
こ
一
、
二
年
の
環
境
問
題
で
人
々
の
関
心
を
最
も
呼
ん
だ
も
の
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
と
内
分
泌
撹
乱
物
質
（
い
わ
ゆ
る
環
境
ホ
ル
モ
ン
）
で
あ
ろ
う
。
　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
と
は
、
ポ
リ
塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ
ー
パ
ラ
ー
ジ
オ
キ
シ
ン
（
P
C
D
D
）
と
ポ
リ
塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ
フ
ラ
ン
（
P
C
D
F
）
を
総
称
し
て
お
り
、
コ
プ
ラ
ナ
ー
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
は
こ
れ
と
類
似
し
た
生
理
作
用
を
示
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
コ
プ
ラ
ナ
ー
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
を
含
む
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
意
図
し
て
製
造
・
使
用
さ
れ
る
化
学
物
質
で
は
な
く
、
他
の
化
学
物
質
の
製
造
や
燃
焼
な
ど
に
伴
っ
て
生
成
さ
れ
る
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
う
ち
、
最
も
毒
性
の
強
い
2
、
3
、
7
、
8
－
T
C
D
D
（
P
C
D
D
の
一
種
）
に
つ
い
て
は
、
W
H
O
に
よ
り
、
人
に
対
す
る
発
癌
性
が
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
動
物
実
験
で
は
、
催
奇
形
性
、
生
殖
毒
性
、
免
疫
機
能
の
低
下
等
の
報
告
が
あ
る
が
、
人
に
対
し
て
も
同
様
の
影
響
が
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
明
ら
か
に
な
っ
て
は
い
な
い
。
　
　
　
　
化
学
物
質
の
排
出
に
対
す
る
法
制
度
の
展
開
（
大
塚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
　
　
　
　
化
学
物
質
の
排
出
に
対
す
る
法
制
度
の
展
開
（
大
塚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
．
．
　
他
方
、
内
分
泌
撹
乱
物
質
と
は
、
ホ
ル
モ
ン
類
似
作
用
を
も
ち
、
人
及
び
生
物
の
生
殖
と
発
育
と
い
う
基
本
的
な
生
物
の
生
存
条
件
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
化
学
物
質
で
あ
る
。
一
九
九
六
年
に
ア
メ
リ
カ
の
生
物
学
者
コ
ル
ボ
ー
ン
ら
に
よ
り
、
『
奪
わ
れ
し
未
来
（
O
d
菊
ω
弓
O
い
国
Z
国
d
円
d
菊
国
）
』
が
発
行
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、
従
来
個
別
的
に
報
告
さ
れ
て
い
た
野
生
生
物
等
の
生
殖
異
常
の
原
因
が
内
分
泌
撹
乱
物
質
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
疑
わ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
異
常
と
原
因
物
質
の
因
果
関
係
に
関
し
て
は
、
未
だ
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
到
底
言
い
難
い
状
況
に
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
化
学
物
質
の
排
出
の
問
題
は
、
今
日
の
環
境
問
題
の
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
本
年
に
な
っ
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
関
し
て
二
つ
の
法
律
が
制
定
さ
れ
た
。
第
一
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
対
す
る
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
」
で
あ
る
（
七
月
一
二
日
制
定
、
七
月
一
六
日
公
布
。
二
〇
〇
〇
年
一
月
施
行
予
定
）
。
第
二
は
、
「
特
定
化
学
物
質
の
環
境
へ
の
排
出
量
の
把
握
等
及
び
管
理
の
改
善
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
（
以
下
、
P
R
T
R
法
と
い
う
V
で
あ
る
（
七
月
七
日
制
定
、
七
月
＝
二
日
公
布
。
施
行
は
、
公
布
か
ら
九
カ
月
以
内
）
。
　
前
者
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
焦
点
を
あ
て
た
議
員
立
法
で
あ
り
、
議
論
の
経
過
が
必
ず
し
も
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
従
来
型
の
公
害
規
制
と
は
異
な
る
種
々
の
考
え
方
を
取
入
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
中
に
は
、
従
来
の
規
制
を
上
回
る
、
一
種
の
統
合
的
環
境
規
制
を
導
入
し
た
も
の
と
評
価
で
き
る
こ
と
、
排
出
基
準
の
策
定
に
あ
た
り
、
技
術
水
準
を
勘
案
す
る
こ
と
を
法
律
上
明
記
し
た
こ
と
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
　
こ
れ
に
対
し
、
後
者
は
、
「
不
確
実
な
環
境
リ
ス
ク
の
未
然
防
止
対
策
と
し
て
の
、
情
報
に
よ
る
事
業
者
の
自
主
的
取
組
の
促
進
」
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
従
来
の
大
気
汚
染
、
水
質
汚
濁
等
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
、
人
の
健
康
へ
の
被
害
の
お
そ
れ
が
明
確
な
も
の
と
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
異
な
る
「
不
確
実
な
環
境
リ
ス
ク
」
に
対
す
る
法
的
対
応
と
し
て
の
、
「
情
報
に
よ
る
環
境
政
策
」
の
あ
り
方
を
示
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
内
分
泌
撹
乱
物
質
の
多
く
も
、
P
R
T
R
法
の
下
の
政
令
で
そ
の
対
象
に
含
め
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
P
R
T
R
法
に
つ
い
て
は
、
別
に
発
表
す
る
機
会
を
得
た
の
で
、
本
稿
で
は
、
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
」
経
緯
、
概
要
、
そ
の
意
義
、
問
題
点
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。
の
制
定
の
二
　
制
定
の
経
緯
　
ω
　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
約
九
割
は
一
般
廃
棄
物
及
び
産
業
廃
棄
物
を
燃
や
す
時
に
排
出
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
環
境
庁
は
焼
却
炉
の
煙
な
ど
か
ら
の
排
出
量
を
対
象
に
規
制
を
検
討
し
、
厚
生
省
も
施
設
の
構
造
・
維
持
管
理
基
準
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
を
抑
制
す
る
た
め
八
〇
〇
度
以
上
に
達
す
る
燃
焼
室
の
設
置
や
、
焼
却
灰
を
飛
散
・
流
出
さ
せ
な
い
対
策
を
求
め
て
き
た
。
　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
対
す
る
本
格
的
な
対
応
は
、
一
九
九
七
年
に
始
ま
る
。
九
六
年
六
月
に
は
厚
生
省
が
、
一
生
摂
取
し
続
け
て
も
健
康
に
影
響
の
な
い
「
耐
容
一
日
摂
取
量
（
T
D
I
）
」
を
体
重
一
キ
ロ
当
た
り
一
〇
ピ
コ
グ
ラ
ム
と
し
た
の
に
対
し
、
九
七
年
五
月
、
環
境
庁
が
一
日
に
摂
取
す
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
「
健
康
リ
ス
ク
評
価
指
針
」
を
体
重
一
キ
ロ
当
た
り
五
ピ
コ
グ
ラ
ム
に
す
る
な
ど
、
T
D
I
に
関
し
て
は
省
庁
間
で
足
並
が
乱
れ
た
。
　
九
七
年
一
月
、
厚
生
省
は
、
施
設
数
の
多
い
焼
却
施
設
を
高
度
環
境
制
御
型
施
設
へ
転
換
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
ご
み
焼
却
に
関
す
る
指
針
」
を
ま
と
め
た
（
七
年
ぶ
り
の
改
訂
。
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
。
そ
の
後
、
環
境
庁
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
、
継
続
的
に
摂
取
さ
れ
る
場
合
に
は
人
の
健
康
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
有
害
大
気
汚
染
物
質
（
大
気
汚
染
防
止
法
附
則
）
に
指
定
し
、
さ
ら
に
、
同
年
八
月
に
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
対
す
る
社
会
的
関
心
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
こ
れ
を
大
気
汚
染
防
止
法
の
指
定
物
質
（
よ
り
早
急
に
抑
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
物
質
）
に
指
定
す
る
と
と
も
に
、
一
定
規
模
以
上
の
廃
棄
物
焼
却
炉
等
に
つ
き
指
定
物
質
抑
制
基
準
を
定
　
　
　
　
化
学
物
質
の
排
出
に
対
す
る
法
制
度
の
展
開
（
大
塚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
　
　
　
　
化
学
物
質
の
排
出
に
対
す
る
法
制
度
の
展
開
（
大
塚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
め
た
（
大
気
汚
染
防
止
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）
。
ま
た
、
施
策
実
施
の
指
針
と
し
て
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
係
る
大
気
環
境
指
針
（
O
°
。
。
娼
σ
q
弓
国
O
＼
ヨ
ω
ー
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
○
、
八
ピ
コ
グ
ラ
ム
。
T
E
Q
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
中
で
最
も
毒
性
の
強
い
2
、
3
、
7
、
8
1
T
C
D
D
に
換
算
し
た
値
）
が
定
め
ら
れ
た
。
他
方
、
厚
生
省
は
、
廃
棄
物
処
理
法
施
行
令
、
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
よ
っ
て
、
許
可
の
対
象
と
な
る
廃
棄
物
焼
却
施
設
の
規
制
範
囲
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
廃
棄
物
焼
却
施
設
の
排
ガ
ス
処
理
設
備
の
基
準
の
強
化
等
の
構
造
・
維
持
管
理
基
準
の
強
化
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
、
大
気
汚
染
防
止
法
施
行
令
の
改
正
と
と
も
に
、
一
九
九
七
年
｝
二
月
よ
り
施
行
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
九
八
年
四
月
、
大
気
汚
染
防
止
法
施
行
規
則
の
改
正
に
よ
り
（
改
正
総
理
府
令
施
行
は
七
月
）
、
ご
み
焼
却
炉
か
ら
発
生
す
る
ば
い
じ
ん
排
出
基
準
は
そ
れ
ま
で
の
二
分
の
一
の
水
準
ま
で
強
化
さ
れ
、
焼
却
事
業
者
に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
低
減
対
策
の
前
倒
し
執
行
が
促
さ
れ
た
。
　
厚
生
省
の
集
計
で
は
、
一
般
廃
棄
物
の
焼
却
施
設
は
九
八
年
六
月
現
在
で
全
国
一
六
三
五
か
所
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
一
一
四
か
所
が
既
存
施
設
に
つ
い
て
の
暫
定
基
準
で
あ
る
八
〇
ナ
ノ
グ
ラ
ム
を
超
え
、
一
九
か
所
が
休
廃
止
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
八
九
か
所
は
設
備
改
修
な
ど
で
基
準
以
下
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
般
廃
棄
物
の
焼
却
施
設
は
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
対
策
が
講
じ
ら
れ
始
め
て
い
る
が
、
産
業
廃
棄
物
の
焼
却
施
設
の
対
策
は
遅
れ
て
い
る
。
ま
た
、
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
一
時
間
当
た
り
の
処
理
能
力
二
〇
〇
キ
ロ
未
満
の
小
型
焼
却
炉
は
対
象
外
と
さ
れ
て
お
り
（
大
気
汚
染
防
止
法
施
行
令
別
表
第
六
、
＝
二
号
）
、
こ
れ
を
ど
う
扱
う
か
が
問
題
と
な
る
。
　
⑧
　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
つ
い
て
は
、
茨
城
県
新
利
根
町
の
ご
み
焼
却
施
設
周
辺
住
民
の
健
康
問
題
、
大
阪
府
能
勢
町
の
ご
み
焼
却
施
設
周
辺
土
壌
の
汚
染
問
題
な
ど
が
生
じ
て
い
た
が
、
一
九
九
九
年
二
月
の
所
沢
市
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
よ
る
野
菜
汚
染
騒
動
は
特
に
重
大
な
社
会
的
関
心
を
呼
び
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
は
急
速
に
進
む
こ
と
に
な
る
。
　
一
九
九
九
年
二
月
に
設
置
さ
れ
た
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
関
係
閣
僚
会
議
で
、
同
年
三
月
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
推
進
基
本
指
針
」
が
策
定
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
省
庁
が
ば
ら
ば
ら
に
行
っ
て
い
た
対
策
を
見
直
し
、
耐
容
一
日
摂
取
量
（
T
D
I
）
の
見
直
し
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
基
準
作
り
、
廃
棄
物
の
減
量
化
の
目
標
量
の
設
定
、
建
築
解
体
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
八
〇
％
の
目
標
値
の
早
期
達
成
等
、
排
出
抑
制
対
策
推
進
の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
九
九
年
六
月
、
環
境
庁
と
厚
生
省
の
合
同
会
議
で
、
T
D
I
を
四
ピ
コ
グ
ラ
ム
（
九
八
年
に
改
定
さ
れ
た
W
T
O
専
門
家
会
合
の
上
限
値
と
同
じ
）
に
強
化
し
、
指
針
値
も
改
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
　
本
法
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
よ
る
環
境
汚
染
の
防
止
及
び
そ
の
除
去
等
を
す
る
た
め
、
一
九
九
九
年
七
月
一
二
日
に
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
七
月
一
四
日
に
は
、
居
住
地
等
｝
般
の
人
の
日
常
生
活
に
関
わ
り
の
あ
る
場
所
に
つ
い
て
、
対
策
を
と
る
べ
き
土
壌
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
（
コ
プ
ラ
ナ
ー
P
C
B
を
含
む
）
の
濃
度
を
H
O
8
℃
叩
弓
国
£
＼
σ
q
と
す
る
暫
定
的
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
値
が
環
境
庁
か
ら
示
さ
れ
た
。
三
　
本
法
の
概
要
　
本
法
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
（
ポ
リ
塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ
フ
ラ
ン
、
ポ
リ
塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ
ー
パ
ラ
ー
ジ
オ
キ
シ
ン
、
コ
プ
ラ
ナ
ー
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
の
三
物
質
。
二
条
）
に
よ
る
環
境
汚
染
の
防
止
及
び
そ
の
除
去
等
を
す
る
た
め
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
と
と
も
に
、
必
要
な
規
制
、
汚
染
土
壌
に
係
る
措
置
等
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
健
康
の
保
護
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
一
条
）
。
　
本
法
は
、
国
・
地
方
公
共
団
体
、
事
業
者
、
国
民
の
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
に
つ
い
て
定
め
る
ほ
か
、
（
1
）
施
策
の
基
本
と
す
べ
き
基
準
、
（
2
）
排
出
ガ
ス
、
排
出
水
に
含
ま
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
規
制
、
（
3
）
廃
棄
物
焼
却
炉
に
係
る
ば
い
じ
ん
・
焼
却
灰
等
の
処
　
　
　
　
化
学
物
質
の
排
出
に
対
す
る
法
制
度
の
展
開
（
大
塚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
　
　
　
　
化
学
物
質
の
排
出
に
対
す
る
法
制
度
の
展
開
（
大
塚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
理
等
、
（
4
）
汚
染
さ
れ
た
土
壌
に
係
る
措
置
、
（
5
）
削
減
の
た
め
の
国
の
計
画
、
（
6
）
汚
染
状
況
の
調
査
測
定
と
い
う
六
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
　
第
一
に
、
施
策
の
基
本
と
す
べ
き
基
準
と
し
て
は
、
耐
容
一
日
摂
取
量
（
T
D
I
）
を
、
体
重
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
四
ピ
コ
グ
ラ
ム
（
W
H
O
の
上
限
値
）
以
下
で
政
令
で
定
め
る
値
と
し
た
（
六
条
）
。
法
律
で
科
学
的
に
設
定
さ
れ
る
値
に
つ
い
て
ま
で
明
確
に
規
定
し
た
こ
と
は
、
従
来
の
環
境
法
に
な
い
こ
と
で
あ
る
。
本
法
が
上
記
の
極
め
て
強
い
社
会
的
関
心
の
下
に
制
定
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
も
と
に
し
て
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
よ
る
大
気
、
水
質
（
水
底
の
底
質
の
汚
染
を
含
む
）
、
土
壌
の
そ
れ
ぞ
れ
の
汚
染
に
つ
い
て
の
環
境
基
準
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
（
七
条
）
。
水
底
の
底
質
の
汚
染
に
つ
い
て
は
、
そ
の
技
術
的
困
難
さ
腕
壁
一
般
に
は
環
境
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
が
（
環
境
基
本
法
二
条
三
項
、
一
六
条
一
項
参
照
）
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
底
質
に
沈
殿
す
る
性
質
を
も
つ
た
め
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
環
境
基
準
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
政
府
は
、
前
述
の
基
本
方
針
に
お
い
て
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
排
出
量
を
二
〇
〇
二
年
に
一
九
九
七
年
に
比
べ
て
九
割
削
減
す
る
目
標
を
掲
げ
て
お
り
、
本
法
の
施
行
ま
で
に
具
体
的
な
環
境
基
準
（
さ
ら
に
、
排
出
規
制
値
、
対
象
業
種
）
を
決
め
る
予
定
で
あ
る
。
　
第
二
に
、
排
出
ガ
ス
、
排
出
水
に
含
ま
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
規
制
と
し
て
は
、
①
排
出
基
準
を
技
術
水
準
を
勘
案
し
て
総
理
府
令
で
定
め
る
も
の
と
し
た
（
八
条
一
項
）
。
技
術
水
準
を
勘
案
す
る
こ
と
を
明
言
し
た
の
は
、
従
来
の
環
境
法
令
に
な
い
こ
と
で
あ
る
。
但
し
、
都
道
府
県
は
、
そ
の
中
に
、
そ
の
自
然
的
社
会
的
条
件
か
ら
判
断
し
て
、
国
の
排
出
基
準
で
は
人
の
健
康
を
保
護
す
る
こ
と
が
十
分
で
き
な
い
と
認
め
る
区
域
が
あ
る
と
き
は
、
条
例
で
、
国
の
排
出
基
準
に
代
え
て
適
用
す
べ
き
よ
り
厳
し
い
排
出
基
準
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
八
条
三
項
V
。
こ
れ
は
大
気
汚
染
防
止
法
や
水
質
汚
濁
防
止
法
で
も
同
様
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
②
都
道
府
県
知
事
は
、
大
気
排
出
基
準
が
適
用
さ
れ
る
「
特
定
施
設
」
（
後
述
。
「
大
気
基
準
適
用
施
設
」
）
が
集
合
し
て
い
る
地
域
で
、
排
出
基
準
の
み
で
は
環
境
基
準
の
達
成
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
と
し
て
政
令
で
定
め
ら
れ
る
地
域
（
指
定
地
域
）
を
対
象
に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
総
量
削
減
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
総
理
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
総
量
規
制
基
準
を
定
め
る
（
一
〇
条
）
。
②
の
総
量
規
制
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
つ
い
て
は
欧
米
に
も
例
が
な
い
画
期
的
な
も
の
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
既
に
大
気
汚
染
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
（
硫
黄
酸
化
物
、
窒
素
酸
化
物
）
、
か
な
り
の
効
果
を
あ
げ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
　
排
出
規
制
を
受
け
る
の
は
、
「
特
定
施
設
」
で
あ
る
。
従
来
、
排
煙
（
処
理
能
力
が
毎
時
二
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
廃
棄
物
焼
却
炉
と
製
鉄
用
電
炉
が
対
象
で
あ
っ
た
）
と
ば
い
じ
ん
の
み
を
対
象
に
し
て
き
た
が
、
新
た
に
排
水
規
制
も
設
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
規
制
対
象
施
設
も
広
げ
ら
れ
る
。
対
象
と
な
る
「
特
定
施
設
」
と
は
、
法
律
上
は
、
「
工
場
又
は
事
業
場
に
設
置
さ
れ
る
施
設
の
う
ち
、
製
鋼
の
用
に
供
す
る
電
気
炉
、
廃
棄
物
焼
却
炉
そ
の
他
の
施
設
」
で
あ
っ
て
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
を
大
気
中
に
又
は
汚
水
と
し
て
排
出
す
る
施
設
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
（
二
条
二
項
）
。
政
令
で
は
、
処
理
能
力
が
毎
時
二
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
小
型
の
焼
却
炉
、
鉄
鋼
焼
結
、
ア
ル
ミ
精
錬
工
場
、
亜
鉛
回
収
の
産
業
三
施
設
が
排
ガ
ス
に
つ
い
て
、
廃
棄
物
焼
却
場
、
最
終
処
分
場
、
紙
パ
ル
プ
工
場
、
ア
ル
ミ
精
錬
工
場
が
排
水
に
つ
い
て
規
制
対
象
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
上
記
の
よ
う
に
小
型
の
焼
却
炉
を
ど
の
程
度
ま
で
「
特
定
施
設
」
に
組
み
込
む
か
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
ろ
う
。
　
都
道
府
県
知
事
は
、
政
令
で
定
め
る
指
定
地
域
の
要
件
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
一
定
の
地
域
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
政
令
の
立
案
に
つ
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
、
そ
の
旨
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
〇
条
五
項
）
。
住
民
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
右
の
申
出
を
す
る
よ
う
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
条
六
項
）
。
　
特
定
施
設
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
｝
定
の
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
＝
一
条
）
。
そ
し
て
、
都
道
府
県
知
事
は
、
届
け
出
ら
れ
た
特
定
施
設
か
ら
の
排
ガ
ス
、
排
出
水
が
排
出
基
準
に
適
合
し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
届
出
受
理
　
　
　
　
化
学
物
質
の
排
出
に
対
す
る
法
制
度
の
展
開
（
大
塚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
　
　
　
化
学
物
質
の
排
出
に
対
す
る
法
制
度
の
展
開
（
大
塚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
か
ら
六
〇
日
以
内
に
お
い
て
計
画
変
更
命
令
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
（
一
五
条
）
。
ま
た
、
総
量
規
制
基
準
適
用
事
業
場
に
つ
い
て
、
総
量
規
制
基
準
に
適
合
し
な
い
と
認
め
る
と
き
に
は
、
同
様
に
処
理
方
法
の
改
善
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
命
じ
う
る
（
一
六
条
）
。
　
都
道
府
県
知
事
は
、
排
出
基
準
又
は
総
量
規
制
基
準
に
違
反
し
て
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
継
続
的
に
排
出
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
業
者
に
対
し
て
改
善
命
令
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
二
二
条
。
な
お
、
二
〇
、
二
一
条
）
。
　
排
出
規
制
の
違
反
に
対
し
て
は
、
六
月
以
下
の
懲
役
、
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
（
四
五
条
一
項
）
。
直
罰
規
定
で
あ
る
。
計
画
変
更
命
令
、
改
善
命
令
に
違
反
し
た
場
合
に
は
一
年
以
下
の
懲
役
、
一
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
（
四
四
条
）
。
　
第
三
に
、
廃
棄
物
焼
却
炉
に
係
る
ば
い
じ
ん
・
焼
却
灰
等
の
処
理
等
と
し
て
は
、
廃
棄
物
焼
却
炉
で
あ
る
特
定
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
当
該
特
定
施
設
の
集
じ
ん
機
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
ば
い
じ
ん
及
び
焼
却
灰
そ
の
他
の
燃
え
殻
の
処
分
（
再
生
す
る
こ
と
を
含
む
）
を
行
う
場
合
に
は
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
つ
い
て
の
厚
生
省
令
で
定
め
る
濃
度
基
準
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
二
四
条
）
。
右
の
ば
い
じ
ん
等
は
、
廃
掃
法
の
特
別
管
理
一
般
廃
棄
物
又
は
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
と
し
て
扱
わ
れ
る
（
二
四
条
二
項
）
。
総
理
府
令
、
厚
生
省
令
に
よ
り
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
関
す
る
最
終
処
分
場
の
維
持
管
理
基
準
が
設
定
さ
れ
る
（
二
五
条
）
。
　
第
四
に
、
汚
染
さ
れ
た
土
壌
に
係
る
措
置
と
し
て
は
、
農
用
地
土
壌
汚
染
法
（
三
－
六
条
）
と
ほ
ぼ
同
様
の
規
定
が
お
か
れ
、
都
道
府
県
知
事
は
土
壌
環
境
基
準
を
満
た
さ
ず
、
か
つ
、
汚
染
の
除
去
等
を
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
地
域
を
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
土
壌
汚
染
対
策
地
域
と
し
て
指
定
し
、
土
壌
汚
染
対
策
計
画
を
策
定
す
る
（
二
九
ー
三
二
条
）
。
対
策
計
画
に
基
づ
い
て
対
策
事
業
が
実
施
さ
れ
る
場
合
に
、
そ
の
事
業
費
の
負
担
に
つ
き
公
害
防
止
事
業
費
事
業
者
負
担
法
に
基
づ
く
費
用
負
担
計
画
が
定
め
ら
れ
、
事
業
者
が
費
用
の
全
部
又
は
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
公
害
防
止
事
業
費
事
業
者
負
担
法
の
一
部
を
改
正
し
、
同
法
二
条
二
項
三
号
に
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
よ
り
土
壌
が
汚
染
さ
れ
て
い
る
土
地
」
が
含
め
ら
れ
た
（
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
附
則
八
条
）
。
な
お
、
地
方
公
共
団
体
が
こ
の
公
害
防
止
事
業
（
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
よ
る
汚
染
の
防
止
又
は
除
去
等
の
事
業
）
を
行
う
際
に
は
、
公
害
の
防
止
に
関
す
る
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、
国
が
負
担
又
は
補
助
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
附
則
九
条
）
。
　
第
五
に
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
公
害
対
策
会
議
の
議
を
経
て
、
事
業
活
動
に
伴
い
排
出
さ
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
量
を
削
減
す
る
た
め
の
計
画
を
作
成
す
る
。
こ
の
計
画
に
お
い
て
は
、
総
量
の
排
出
量
及
び
事
業
分
野
別
の
排
出
量
の
削
減
目
標
量
や
、
そ
の
た
め
の
措
置
、
廃
棄
物
減
量
化
施
策
等
の
事
項
が
定
め
ら
れ
る
（
三
三
条
）
。
　
第
六
に
、
汚
染
状
況
の
調
査
測
定
に
関
し
て
は
、
①
都
道
府
県
知
事
は
、
大
気
、
水
質
、
土
壌
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
よ
る
汚
染
状
況
を
常
時
監
視
し
、
そ
の
結
果
を
環
境
庁
長
官
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
二
六
条
）
。
土
壌
に
つ
い
て
常
時
監
視
の
規
定
が
入
っ
た
の
は
初
め
て
で
あ
る
。
②
都
道
府
県
知
事
は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
と
協
議
し
て
、
汚
染
の
状
況
に
つ
い
て
の
調
査
測
定
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
（
二
七
条
）
。
③
排
出
規
制
対
象
の
事
業
者
は
、
排
出
ガ
ス
、
排
出
水
、
廃
棄
物
焼
却
炉
に
係
る
ば
い
じ
ん
等
の
汚
染
状
況
を
測
定
し
、
都
道
府
県
知
事
に
報
告
し
、
都
道
府
県
知
事
は
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
（
二
八
条
）
。
事
業
者
か
ら
の
報
告
を
公
表
ま
で
す
る
点
が
従
来
に
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
そ
の
他
、
特
定
施
設
を
設
置
し
て
い
る
者
の
報
告
義
務
、
立
入
り
検
査
の
受
忍
義
務
（
三
四
条
）
、
環
境
庁
長
官
か
ら
関
係
地
方
公
共
団
体
の
長
に
対
す
る
資
料
の
提
出
の
要
求
権
（
三
六
条
）
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
よ
る
健
康
被
害
防
止
の
た
め
の
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
の
環
境
庁
長
官
か
ら
都
道
府
県
知
事
又
は
政
令
指
定
都
市
の
市
長
に
対
す
る
必
要
な
指
示
（
三
七
条
）
等
の
規
定
が
お
か
れ
て
い
る
。
本
法
の
規
定
は
、
い
わ
ゆ
る
横
出
し
に
つ
い
て
地
方
公
共
団
体
の
条
例
に
よ
る
規
制
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
（
四
三
条
）
。
ま
た
、
上
述
の
改
善
命
令
違
反
等
の
罰
則
の
ほ
か
、
特
定
施
設
の
設
置
の
届
出
違
反
、
設
置
者
の
報
告
義
務
違
反
等
、
各
種
の
罰
則
が
　
　
　
　
化
学
物
質
の
排
出
に
対
す
る
法
制
度
の
展
開
（
大
塚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
　
　
　
　
化
学
物
質
の
排
出
に
対
す
る
法
制
度
の
展
開
（
大
塚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
定
め
ら
れ
て
い
る
（
四
四
条
以
下
）
。
　
附
則
と
し
て
、
①
健
康
被
害
の
状
況
や
食
品
へ
の
蓄
積
状
況
を
勘
案
し
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
ま
た
、
②
小
型
焼
却
炉
や
、
焼
却
炉
以
外
に
よ
る
廃
棄
物
焼
却
（
野
焼
き
）
の
規
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
附
則
二
条
）
。
　
法
案
に
付
さ
れ
た
文
書
で
本
法
に
要
す
る
予
算
は
六
〇
億
円
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
う
ち
、
土
壌
の
対
策
費
用
が
三
〇
億
、
大
気
、
水
関
係
、
土
壌
の
調
査
費
用
が
三
〇
億
と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。
四
　
本
法
の
意
義
と
問
題
点
　
ω
　
本
法
は
、
自
動
車
N
O
x
法
以
来
の
特
定
の
有
害
物
質
に
関
す
る
規
制
法
で
あ
る
。
本
法
は
議
員
立
法
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
問
題
も
少
な
く
な
い
。
本
法
に
つ
い
て
は
、
大
気
、
水
質
、
土
壌
の
各
個
別
法
の
政
令
改
正
で
相
当
部
分
が
解
決
で
き
た
と
の
疑
問
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
T
D
I
を
定
め
て
規
制
を
す
る
ほ
ど
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
他
の
化
学
物
質
と
比
べ
て
特
に
危
険
な
状
態
に
あ
る
か
、
T
D
I
を
四
ピ
コ
グ
ラ
ム
以
下
と
法
律
に
明
記
し
た
こ
と
は
、
（
国
会
の
政
府
に
対
す
る
不
信
感
を
示
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
が
）
今
後
の
科
学
的
知
見
の
充
実
に
伴
っ
た
機
敏
な
対
応
を
妨
げ
な
い
か
な
ど
の
問
題
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
法
に
積
極
的
意
義
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
る
。
　
第
一
に
、
T
D
I
を
基
礎
と
し
、
大
気
、
水
（
底
質
を
含
む
）
、
土
壌
に
亙
る
環
境
基
準
を
設
定
す
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
各
媒
体
ご
と
の
基
準
の
設
定
の
際
に
環
境
媒
体
間
の
汚
染
の
移
動
を
当
然
考
慮
す
る
こ
と
に
な
る
た
あ
、
統
合
的
環
境
規
制
の
一
種
を
行
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
3
）
た
も
の
と
見
う
る
点
で
あ
る
（
E
U
の
統
合
的
汚
染
規
制
指
令
九
条
参
照
）
。
こ
れ
は
、
環
境
媒
体
ご
と
の
従
来
の
規
制
法
と
は
異
な
る
新
た
な
規
制
の
あ
り
方
を
示
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
気
排
出
基
準
及
び
水
質
排
出
基
準
の
双
方
に
係
る
特
定
施
設
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
両
者
を
一
体
と
し
て
必
要
な
書
類
を
届
け
出
る
こ
と
（
一
二
条
）
も
、
こ
の
よ
う
な
規
制
方
式
に
向
け
た
」
歩
を
示
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
　
第
二
に
、
本
法
の
従
来
に
な
い
特
色
あ
る
点
と
し
て
、
次
の
五
つ
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
①
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
排
出
基
準
に
つ
い
て
技
術
水
準
を
勘
案
す
る
こ
と
を
明
言
し
た
こ
と
（
八
条
）
、
②
住
民
に
よ
る
総
量
規
制
指
定
地
域
申
立
の
規
定
（
一
〇
条
六
項
）
の
創
設
、
③
食
品
に
つ
い
て
の
必
要
な
措
置
の
規
定
（
附
則
二
条
三
項
）
の
挿
入
、
④
市
街
地
土
壌
汚
染
に
つ
い
て
の
浄
化
の
規
定
の
創
設
（
二
九
条
以
下
）
、
⑤
特
定
施
設
設
置
者
に
よ
る
調
査
測
定
結
果
の
報
告
の
義
務
づ
け
と
都
道
府
県
知
事
に
よ
る
そ
の
公
表
（
二
八
条
三
、
四
項
）
で
あ
る
。
　
①
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
排
出
基
準
は
、
多
く
の
場
合
、
環
境
の
許
容
限
度
を
設
け
て
そ
れ
を
超
え
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
て
き
た
。
排
出
基
準
と
し
て
技
術
水
準
が
考
慮
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
行
政
の
運
用
に
委
ね
ら
れ
て
き
た
と
い
え
る
が
、
考
慮
さ
れ
る
こ
と
を
法
律
上
明
確
に
し
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
諸
外
国
に
お
い
て
も
、
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
基
準
か
、
技
術
ベ
ー
ス
基
準
か
と
い
う
対
立
が
あ
る
。
本
法
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
慢
性
毒
性
に
つ
い
て
、
一
方
で
T
D
I
を
用
い
つ
つ
、
他
方
で
排
出
基
準
に
つ
い
て
は
技
術
水
準
を
も
勘
案
す
る
と
い
う
考
え
方
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
健
康
を
保
護
す
る
こ
と
が
十
分
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
区
域
が
あ
る
と
き
は
、
条
例
で
よ
り
厳
し
い
排
出
基
準
を
定
め
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
複
合
的
構
造
が
と
ら
れ
て
い
る
。
　
関
連
す
る
比
較
法
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
よ
る
大
気
汚
染
規
制
は
、
有
害
大
気
汚
染
物
質
に
関
す
る
連
邦
排
出
基
準
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
大
気
清
浄
法
一
＝
一
条
。
Z
餌
鉱
8
巴
国
目
一
ω
。
。
δ
昌
G
Q
鼠
づ
α
霞
自
h
o
円
＝
震
霞
α
o
¢
の
〉
貯
℃
o
一
ご
－
鼠
馨
ω
…
Z
国
ω
出
》
勺
。
。
）
と
、
固
形
廃
棄
物
焼
却
規
鯛
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
大
気
清
浄
法
＝
五
条
）
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
前
　
　
　
　
化
学
物
質
の
排
出
に
対
す
る
法
制
度
の
展
開
（
大
塚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
　
　
　
　
化
学
物
質
の
排
出
に
対
す
る
法
制
度
の
展
開
（
大
塚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
者
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
し
て
は
、
木
材
家
具
製
造
の
発
生
源
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
排
出
さ
れ
る
2
、
3
、
7
、
8
－
T
C
D
D
及
び
ジ
ベ
ン
ゾ
フ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
後
者
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
し
て
は
、
焼
却
炉
か
ら
排
出
さ
れ
る
三
〇
の
異
性
体
を
含
む
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
つ
い
て
、
M
A
C
T
（
ζ
鋤
首
旨
仁
B
＞
。
三
①
茜
三
①
O
o
旨
8
一
日
Φ
o
巨
o
一
〇
σ
q
賓
最
大
限
実
施
可
能
な
汚
染
防
止
技
術
）
基
準
が
採
用
さ
れ
て
戦
裂
。
こ
の
基
準
は
一
九
九
〇
年
の
大
気
清
浄
法
改
正
時
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
、
従
来
の
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
の
基
準
（
安
全
性
の
広
汎
な
マ
ー
ジ
ン
の
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
を
用
い
る
）
で
は
、
科
学
的
な
不
確
実
性
の
た
め
、
閾
値
を
定
め
る
の
が
困
難
で
あ
り
、
環
境
保
護
庁
（
E
P
A
）
は
一
九
七
〇
年
か
ら
一
九
九
〇
年
ま
で
に
わ
ず
か
七
物
質
し
か
連
邦
排
出
基
準
を
定
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
ま
ず
技
術
、
次
に
リ
ス
ク
（
弓
8
げ
昌
o
一
〇
σ
q
蜜
国
一
議
計
臼
9
口
国
一
。
。
犀
）
」
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
M
A
C
T
の
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、
環
境
保
護
庁
は
、
必
要
な
コ
ス
ト
を
考
慮
し
つ
つ
、
そ
れ
が
当
該
発
生
源
に
と
っ
て
達
成
可
能
か
否
か
と
い
う
点
か
ら
判
断
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
一
＝
一
条
d
項
二
号
）
。
も
っ
と
も
、
環
境
保
護
庁
は
、
M
A
C
T
の
公
表
後
も
、
依
然
と
し
て
健
康
に
関
す
る
重
大
な
危
険
が
残
っ
て
い
る
と
判
断
す
れ
ば
、
「
健
康
に
対
す
る
安
全
性
の
広
汎
な
マ
ー
ジ
ン
」
の
基
準
を
設
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ら
　
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
健
康
リ
ス
ク
を
ベ
ー
ス
と
す
る
基
準
も
、
二
次
的
に
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。
　
ア
メ
リ
カ
の
経
験
を
参
酌
す
る
と
、
わ
が
国
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
に
お
け
る
技
術
水
準
の
考
慮
は
、
人
の
健
康
へ
の
リ
ス
ク
が
不
確
実
な
化
学
物
質
の
基
準
を
設
定
す
る
際
に
は
有
効
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
技
術
水
準
は
固
定
さ
れ
る
と
排
出
削
減
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
が
働
か
な
い
こ
と
、
カ
テ
ゴ
リ
i
別
に
基
準
を
策
定
す
る
と
規
制
が
極
あ
て
複
雑
に
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
（
同
法
も
、
「
特
定
施
設
の
種
類
及
び
構
造
に
応
じ
て
…
定
め
る
」
と
し
て
い
る
）
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
技
術
の
進
歩
を
勘
案
し
つ
つ
、
業
界
の
最
高
限
度
の
基
準
を
設
定
す
る
こ
と
、
後
者
に
つ
い
て
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
細
分
化
を
過
度
に
し
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
技
術
ベ
ー
ス
基
準
に
よ
る
と
、
健
康
へ
の
重
大
な
リ
ス
ク
が
残
存
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
こ
の
点
は
、
本
法
で
は
、
条
例
に
よ
る
対
処
や
総
量
規
制
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
点
は
、
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
補
完
基
準
よ
り
も
地
域
ご
と
の
き
め
細
や
か
な
対
応
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
　
な
お
、
「
技
術
水
準
」
と
い
う
新
た
な
不
確
定
概
念
が
法
律
上
導
入
さ
れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
専
門
技
術
的
な
裁
量
の
問
題
が
争
わ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ね
る
可
能
性
も
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
最
判
平
成
四
年
一
〇
月
二
九
日
民
集
四
六
巻
七
号
一
一
七
四
頁
－
伊
方
原
子
力
発
電
所
訴
訟
上
告
審
判
決
参
照
）
。
今
後
の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。
　
②
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
住
民
主
導
の
形
で
都
道
府
県
が
総
量
規
制
を
行
う
こ
と
も
予
想
さ
れ
、
住
民
参
加
の
下
で
の
環
境
規
制
と
し
て
、
極
め
て
注
目
さ
れ
る
（
民
主
党
案
（
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
汚
染
対
策
緊
急
措
置
法
案
三
〇
条
（
参
第
七
号
。
平
成
＝
年
二
月
1
7
日
発
議
）
）
二
六
条
で
は
、
さ
ら
に
、
住
民
か
ら
の
申
出
を
受
け
た
都
道
府
県
知
事
が
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
て
申
出
を
し
な
い
と
き
は
、
住
民
に
対
し
、
遅
滞
な
く
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
）
。
　
③
に
つ
い
て
は
、
附
則
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
規
定
が
挿
入
さ
れ
た
こ
と
に
は
意
味
は
あ
る
が
、
問
題
を
残
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
②
参
照
）
。
　
④
に
つ
い
て
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
つ
い
て
の
み
で
あ
る
が
、
従
来
法
制
化
が
期
待
さ
れ
な
が
ら
未
だ
に
行
わ
れ
て
い
な
い
、
市
街
地
土
壌
汚
染
浄
化
の
規
定
が
入
っ
た
こ
と
は
画
期
的
で
あ
る
。
た
だ
、
本
法
が
農
用
地
土
壌
汚
染
法
の
規
定
（
一
－
六
条
）
に
倣
っ
て
い
る
た
め
、
浄
化
に
つ
い
て
規
制
型
を
採
用
せ
ず
、
そ
れ
を
公
共
事
業
と
し
て
行
う
方
式
を
採
用
し
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
今
後
の
市
街
地
土
壌
汚
染
の
法
制
化
の
際
に
も
影
響
し
よ
う
が
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
場
合
は
、
リ
ス
ク
の
広
が
り
、
大
き
さ
、
社
会
的
関
心
の
強
さ
か
ら
一
応
の
緊
急
性
が
認
め
ら
れ
、
公
共
事
業
と
す
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
土
壌
汚
染
が
一
所
有
地
の
極
め
て
限
定
さ
れ
た
範
囲
に
留
ま
っ
て
い
て
公
土
ハ
性
が
高
い
と
は
言
い
難
い
場
合
も
存
在
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
土
壌
汚
染
に
つ
　
　
　
　
化
学
物
質
の
排
出
に
対
す
る
法
制
度
の
展
開
（
大
塚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
　
　
　
　
化
学
物
質
の
排
出
に
対
す
る
法
制
度
の
展
開
（
大
塚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
い
て
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
場
合
と
同
程
度
の
リ
ス
ク
や
社
会
的
関
心
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
一
般
的
に
公
共
が
介
入
す
べ
き
も
の
と
す
る
こ
と
に
は
、
疑
問
な
し
と
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
な
お
、
④
に
関
し
て
、
本
法
が
農
用
地
土
壌
汚
染
法
の
規
定
と
異
な
る
点
と
し
て
三
点
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
（
i
V
都
道
府
県
知
事
が
対
策
計
画
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
対
策
地
域
の
住
民
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
こ
と
で
あ
る
（
＝
＝
条
三
項
）
。
次
に
、
（
”
u
）
対
策
事
業
に
関
し
て
、
公
害
防
止
事
業
費
事
業
者
負
担
法
の
規
定
の
適
用
を
「
事
業
者
に
よ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
排
出
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
よ
る
土
壌
の
汚
染
と
の
因
果
関
係
が
科
学
的
知
見
に
基
づ
い
て
明
確
な
場
合
」
に
限
定
し
た
（
一
一
二
条
七
項
）
こ
と
で
あ
る
。
最
後
に
、
（
血
）
特
別
地
区
の
指
定
に
つ
い
て
の
定
め
を
せ
ず
、
農
作
物
等
の
作
付
け
の
禁
止
の
勧
告
等
に
つ
い
て
の
規
定
を
お
か
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
（
i
）
は
、
本
法
の
住
民
参
加
に
対
す
る
積
極
的
姿
勢
を
示
し
た
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
る
が
、
（
”
U
）
、
（
…
皿
）
に
は
問
題
が
あ
る
（
②
参
照
）
。
　
㈱
　
本
法
の
問
題
点
　
本
法
の
問
題
点
と
し
て
第
一
に
あ
げ
る
べ
き
こ
と
は
、
食
品
の
安
全
基
準
に
つ
い
て
は
規
定
が
お
か
れ
ず
、
ま
た
、
食
品
衛
生
法
等
に
よ
り
具
体
的
措
置
を
定
め
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
点
で
あ
る
（
上
記
の
③
。
民
主
党
案
は
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
、
食
品
に
関
し
、
そ
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
汚
染
の
状
況
を
調
査
し
、
T
D
I
の
基
準
を
踏
ま
え
て
必
要
と
な
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
本
則
で
規
定
し
て
い
た
（
三
〇
条
）
）
。
さ
ら
に
、
本
法
は
、
土
壌
と
の
関
係
で
も
、
農
用
地
に
お
け
る
作
付
け
制
限
等
の
措
置
に
つ
い
て
全
く
規
定
し
て
い
な
い
（
上
記
の
④
の
（
…
皿
）
。
民
主
党
案
で
は
、
特
別
対
策
地
域
に
指
定
さ
れ
る
と
、
関
係
行
政
機
関
の
長
が
汚
染
の
状
況
に
応
じ
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
し
（
二
二
条
）
、
都
道
府
県
知
事
は
、
農
用
地
に
お
け
る
営
農
に
関
し
必
要
と
な
る
措
置
及
び
助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
た
（
　
　
　
　
　
（
7
）
二
四
条
）
）
・
奇
し
く
も
ベ
ル
ギ
で
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
含
ま
れ
た
鶏
肉
が
問
題
と
な
・
て
い
る
が
、
市
民
の
最
も
関
心
の
あ
っ
た
点
が
、
生
産
者
団
体
の
納
得
が
得
ら
れ
ず
、
抜
け
落
ち
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
　
こ
の
点
は
、
当
面
は
過
去
の
汚
染
対
策
と
し
て
の
農
用
地
の
汚
染
浄
化
と
未
然
防
止
と
し
て
の
焼
却
炉
等
の
更
新
に
よ
る
ほ
か
な
い
が
、
根
本
的
に
は
、
廃
棄
物
の
減
量
化
や
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
の
使
用
規
制
に
向
け
た
対
策
を
必
要
と
す
る
問
題
で
あ
り
、
循
環
型
社
会
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
の
移
行
が
緊
急
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
　
第
二
に
、
や
や
細
か
い
が
、
本
法
は
、
土
壌
汚
染
の
費
用
負
担
に
つ
い
て
、
公
害
防
止
事
業
費
事
業
者
負
担
法
の
規
定
の
適
用
に
限
定
を
加
え
、
個
別
的
因
果
関
係
を
明
確
に
要
求
す
る
に
至
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
（
ご
＝
条
七
項
の
「
事
業
者
」
を
個
々
の
事
業
者
と
解
し
た
場
合
で
あ
る
）
。
従
来
、
公
害
防
止
事
業
費
事
業
者
負
担
法
の
下
の
費
用
負
担
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
（
当
時
の
）
公
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
く
公
法
上
の
特
別
負
担
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
原
因
と
結
果
の
関
係
が
明
確
に
把
握
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
通
常
の
原
因
者
負
担
（
河
川
法
六
七
条
、
港
湾
法
四
三
条
の
三
な
ど
〉
と
は
異
な
り
、
各
費
用
負
担
者
の
事
業
活
動
と
具
体
的
な
個
別
の
被
害
と
の
事
実
的
因
果
関
係
の
立
証
が
要
求
さ
れ
う
る
も
の
で
は
な
く
、
当
該
地
域
の
事
業
活
動
に
よ
る
公
害
を
全
体
と
し
て
把
握
し
、
負
担
者
の
事
業
活
動
は
そ
の
原
因
に
何
ら
か
の
形
・
程
度
で
寄
与
し
て
い
れ
ば
足
り
る
（
「
包
括
的
因
果
関
係
」
と
呼
ば
れ
る
）
と
さ
　
　
（
9
）
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
個
々
の
事
業
者
は
、
具
体
的
な
因
果
関
係
が
明
確
で
な
い
と
い
う
こ
と
の
み
で
は
、
負
担
者
の
決
定
通
知
に
対
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
す
る
異
議
の
申
立
は
認
容
さ
れ
ず
、
行
政
庁
の
裁
量
権
の
逸
脱
に
あ
た
る
場
合
に
の
み
、
認
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
関
し
て
は
、
個
別
的
因
果
関
係
が
要
求
さ
れ
る
と
す
る
と
、
そ
の
た
め
、
原
因
者
に
費
用
負
担
を
求
め
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
　
個
々
の
事
業
者
と
公
害
と
の
個
別
的
因
果
関
係
を
要
求
す
る
と
、
複
数
者
が
異
な
る
寄
与
度
の
下
に
関
与
し
て
い
る
事
例
で
は
、
事
業
者
に
費
用
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
と
な
る
た
め
、
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ン
ド
法
の
下
で
も
、
判
例
上
、
　
　
　
　
化
学
物
質
の
排
出
に
対
す
る
法
制
度
の
展
開
（
大
塚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
　
　
　
　
化
学
物
質
の
排
出
に
対
す
る
法
綱
度
の
展
開
（
大
塚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
原
告
は
、
被
告
の
放
出
し
た
又
は
被
告
の
施
設
で
放
出
さ
れ
た
物
質
そ
れ
自
体
が
原
因
と
な
っ
て
対
策
費
用
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
証
明
す
る
必
要
は
な
い
と
さ
れ
、
類
似
し
た
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
に
お
い
て
も
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
土
壌
汚
染
浄
化
に
つ
い
て
の
み
、
他
の
場
合
と
区
別
し
て
こ
の
よ
う
な
規
定
を
お
く
必
要
性
は
考
え
ら
れ
ず
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
批
判
を
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
第
三
に
、
本
法
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
つ
い
て
公
害
法
と
同
様
の
規
制
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
た
が
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
リ
ス
ク
の
レ
ベ
ル
が
公
害
と
同
程
度
で
あ
る
か
に
は
異
論
も
あ
り
、
今
後
、
規
制
化
学
物
質
の
危
険
性
に
応
じ
た
。
よ
り
総
合
的
な
化
学
物
質
対
策
法
が
必
要
と
な
ろ
う
。
［
後
記
］
　
三
藤
先
生
の
退
職
記
念
の
論
文
と
し
て
は
、
本
来
民
法
に
関
す
る
も
の
を
執
筆
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
間
的
余
裕
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
や
む
な
く
本
稿
を
捧
げ
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
つ
い
て
お
許
し
を
賜
り
た
い
。
民
法
の
論
文
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
そ
の
機
会
を
得
た
い
と
念
じ
て
い
る
。
（
1
）
　
今
日
、
環
境
政
策
の
手
法
と
し
て
情
報
の
有
効
性
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
（
勢
一
智
子
「
ド
イ
ツ
環
境
行
政
手
法
の
分
析
」
九
大
法
政
研
究
六
二
巻
三
1
1
四
号
五
八
三
頁
（
一
九
九
六
）
、
北
村
喜
宣
『
自
治
体
環
境
行
政
法
』
一
六
六
頁
（
一
九
九
七
）
、
高
橋
滋
「
法
と
政
策
の
枠
組
み
1
行
政
法
の
立
場
か
ら
」
岩
波
講
座
・
現
代
の
法
4
（
政
策
と
法
）
一
一
〇
頁
（
一
九
九
八
）
、
拙
稿
「
都
市
環
境
問
題
を
め
ぐ
る
『
政
策
と
法
ヒ
岩
波
講
座
・
現
代
の
法
4
（
政
策
と
法
）
九
〇
頁
（
一
九
九
八
）
、
藤
原
静
雄
「
環
境
情
報
の
公
開
と
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
森
島
昭
夫
ほ
か
編
・
増
刊
ジ
ュ
リ
ス
ト
環
境
問
題
の
行
方
七
〇
頁
（
｝
九
九
九
）
）
。
今
日
、
情
報
に
よ
り
環
境
政
策
が
行
わ
れ
て
い
る
例
と
し
て
は
、
情
報
公
開
法
・
条
例
、
環
境
影
響
評
価
法
・
条
例
の
ほ
か
、
公
共
事
業
等
の
政
策
評
価
、
今
後
の
課
題
と
し
て
の
戦
略
的
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
廃
棄
物
の
関
係
で
は
、
一
九
九
七
年
の
廃
掃
法
の
改
正
で
、
生
活
環
境
影
響
調
査
書
及
び
許
可
申
請
書
の
縦
覧
（
八
条
四
項
、
一
五
条
四
項
）
、
利
害
関
係
者
か
ら
の
意
見
の
提
出
　
（
八
条
六
項
、
　
五
条
六
項
）
、
処
理
施
設
の
維
持
管
理
記
録
の
利
害
関
係
者
へ
の
公
開
（
八
条
の
四
、
　
五
条
の
二
の
三
V
の
規
定
が
入
れ
ら
れ
た
こ
と
も
、
こ
　
の
よ
う
な
手
法
を
用
い
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
欧
米
に
目
を
転
じ
る
と
、
情
報
と
市
場
を
用
い
る
手
法
と
し
て
E
U
エ
コ
マ
…
ク
規
則
（
。
。
。
。
O
＼
㊤
ミ
国
国
ρ
O
q
Z
O
ト
8
＼
H
）
、
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
安
全
飲
料
水
有
毒
物
質
執
行
法
（
肩
o
冒
o
。
。
一
岳
8
①
α
と
呼
ば
れ
る
）
が
あ
る
。
後
者
は
、
事
業
者
に
化
学
物
質
に
つ
い
て
の
警
告
義
務
を
課
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
市
民
が
有
毒
性
の
高
い
化
学
物
質
を
用
い
て
い
る
製
品
を
回
避
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
化
学
物
質
の
情
報
を
問
題
と
す
る
点
で
P
R
T
R
と
類
似
し
て
い
る
が
、
市
場
を
も
利
用
し
て
い
る
点
が
異
な
る
と
い
え
よ
う
。
情
報
と
事
業
者
の
合
意
を
基
礎
と
す
る
手
法
と
し
て
E
U
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
監
査
規
則
（
一
。
。
霧
＼
㊤
ω
＼
国
国
ρ
O
q
Z
O
・
＝
8
）
等
が
あ
る
。
P
R
T
R
制
度
は
、
こ
　
の
よ
う
な
情
報
に
よ
る
環
境
政
策
の
一
環
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
（
2
）
　
拙
稿
「
P
R
T
R
法
の
法
的
評
価
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
＝
六
三
号
一
一
五
頁
（
一
九
九
九
）
。
（
2
a
）
　
『
新
公
害
1
4
法
の
解
説
』
二
〇
頁
（
一
九
七
一
）
。
（
3
）
㊤
①
＼
2
国
O
O
q
Z
O
°
ピ
ト
。
G
．
ミ
“
。
①
◆
O
h
°
O
甲
切
＞
O
国
国
o
Q
即
ρ
b
d
国
弓
い
国
ζ
（
巴
゜
・
°
）
し
宕
弓
国
Q
国
》
弓
国
U
勺
○
『
U
¢
目
O
Z
℃
図
国
く
国
客
目
O
Z
＞
Z
U
O
O
Z
円
国
○
ピ
（
一
8
㊤
）
．
加
盟
各
国
は
九
九
年
一
〇
月
ま
で
に
こ
の
制
度
を
国
内
法
化
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
に
つ
い
て
、
山
田
洋
『
ド
イ
ツ
環
境
行
政
法
と
欧
州
』
一
五
九
頁
（
一
九
九
八
）
参
照
。
（
4
）
　
固
形
廃
棄
物
焼
却
規
制
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
下
で
の
既
存
施
設
に
つ
い
て
は
、
M
A
C
T
基
準
は
、
原
則
と
し
て
同
一
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
上
位
一
二
％
の
焼
却
炉
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
排
出
量
よ
り
も
緩
や
か
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
（
㈲
一
ト
⊃
⑩
（
p
。
）
（
卜
。
）
）
。
臼
．
円
即
o
D
¢
r
＝
＜
＞
Z
（
o
α
。
γ
国
宕
く
田
O
　
Z
ζ
国
Z
弓
〉
ピ
い
〉
≦
H
Q
。
卜
。
（
H
㎝
昏
巴
゜
レ
8
㊤
）
°
（
5
）
≦
°
国
。
菊
O
U
O
国
菊
ω
し
影
；
国
2
〈
舅
O
冥
ζ
国
Z
弓
〉
ピ
ピ
〉
≦
b
。
。
。
。
。
（
悼
巳
巴
‘
　
㊤
逡
）
咽
日
゜
団
゜
℃
°
o
。
α
い
置
＜
＞
Z
（
巴
゜
ご
゜
。
毎
冨
づ
0
8
（
A
）
9
け
H
◎
。
b
。
旧
幣
≦
°
b
d
即
O
≦
Z
国
ピ
い
①
け
巴
二
〇
い
国
〉
属
〉
一
即
頃
〉
署
U
b
d
O
O
閑
一
⑩
ω
レ
㊤
㊤
（
G
。
a
巴
二
H
8
◎
。
）
脚
U
°
即
．
≦
O
O
い
鴫
（
①
F
γ
O
ピ
国
＞
Z
＞
一
国
頃
〉
宕
U
b
d
O
O
国
ゆ
ω
．
O
心
（
。
。
爵
Φ
拝
》
お
㊤
。
。
γ
拙
稿
「
不
法
行
為
に
お
け
る
『
過
失
』
の
結
果
回
避
義
務
」
ア
メ
リ
カ
法
二
九
九
ニ
ー
一
］
…
五
頁
、
田
辺
朋
行
「
米
国
大
気
浄
化
法
に
お
け
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
規
制
に
つ
い
て
」
環
境
法
政
策
学
会
一
九
九
九
年
度
学
術
大
会
論
文
報
告
要
旨
集
四
八
頁
。
（
6
）
　
ド
イ
ツ
の
技
術
基
準
に
関
す
る
議
論
に
つ
き
、
高
木
光
『
技
術
基
準
と
行
政
手
続
』
三
〇
頁
以
下
二
九
九
五
）
、
高
橋
滋
『
現
代
型
訴
訟
と
行
政
裁
量
』
六
三
頁
以
下
（
一
九
九
〇
）
参
照
。
（
7
）
　
な
お
、
民
主
党
案
で
は
、
ほ
か
に
も
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
発
生
施
設
の
労
働
者
の
健
康
被
害
の
防
止
を
図
る
よ
う
国
が
措
置
を
と
る
こ
と
（
二
八
条
）
、
　
　
　
化
学
物
質
の
排
出
に
対
す
る
法
制
度
の
展
開
（
大
塚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
　
　
　
化
学
物
質
の
排
出
に
対
す
る
法
制
度
の
展
開
（
大
塚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
大
気
汚
染
防
止
法
を
通
じ
て
公
害
健
康
被
害
の
補
償
等
に
関
す
る
法
律
を
適
用
す
る
こ
と
（
八
条
）
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。
（
8
）
総
合
法
制
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
浅
野
直
人
1
1
大
塚
直
1
1
高
橋
滋
1
1
柳
憲
一
郎
1
1
松
村
弓
彦
）
「
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
が
一
体
と
な
っ
た
健
全
な
物
質
循
環
を
促
進
す
る
総
合
法
制
枠
組
（
提
案
ご
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
四
七
号
五
五
頁
（
一
九
九
八
）
、
環
境
法
政
策
学
会
編
『
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
を
目
指
し
　
て
』
（
一
九
九
九
）
参
照
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
限
定
し
て
、
3
つ
の
長
期
戦
略
（
発
生
抑
制
対
策
、
循
環
系
と
の
協
調
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
環
境
サ
イ
ク
ル
V
を
提
案
す
る
も
の
と
し
て
、
酒
井
伸
一
『
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
は
な
し
』
…
三
三
頁
（
一
九
九
八
）
。
（
9
）
山
田
幸
男
1
1
成
田
頼
明
編
・
公
害
法
講
座
3
一
四
頁
（
高
橋
達
直
執
筆
）
（
一
九
七
六
年
）
、
藤
田
耕
三
「
公
害
防
止
事
業
費
事
業
者
負
担
法
上
の
事
業
者
負
担
金
」
環
境
法
研
究
九
号
九
四
頁
（
一
九
七
八
年
）
。
（
1
0
）
　
公
害
対
策
本
部
・
公
害
防
止
事
業
費
事
業
者
負
担
法
の
解
説
四
七
頁
（
一
九
七
一
年
）
。
（
1
1
）
d
巳
8
ロ
ω
鐙
⇔
Φ
。
。
〈
．
≦
9
。
ロ
ρ
笛
刈
刈
国
゜
G
o
ξ
サ
一
。
。
h
。
①
（
国
．
U
．
℃
P
H
㊤
。
。
。
。
）
は
、
こ
の
よ
う
に
原
告
の
証
明
責
任
を
緩
め
る
理
由
と
し
て
、
因
果
関
係
証
明
の
困
難
と
、
厳
格
な
証
明
を
要
求
し
た
場
合
に
法
律
を
骨
抜
き
に
す
る
お
そ
れ
を
あ
げ
て
い
る
。
い
　o
＊
な
お
　、
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
参
議
院
国
土
・
環
境
委
員
会
調
査
室
小
幡
雅
男
氏
に
貴
重
な
資
料
の
提
供
を
受
け
た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
